
【ファミリーヨットレース帆走指示書】 
1.適用規則 

1-1 「セーリング競技規則(RRS)」に定義された規則を適用する。 
1-2 上記規則と、帆走指示書が整合しない場合は当帆走指示書を優先する。 

 
2.参加者への通告 
参加者への通告は、レース本部に設置された公式掲示板に掲示される。 

 
３.帆走指示書の変更 
帆走指示書の変更は、それが発効する当日の出艇申告受付開始前に掲示される。 

 
4.陸上で発する信号 

4-1 陸上で発する信号は、出艇申告受付開始からレース本部信号掲揚柱に掲げられる。 
4-2 Ｌ旗が掲揚された場合、｢参加者に対する連絡があるので公式掲示板で確認すること｣を意味する。 

 
5.出艇・帰着申告及び艇長会議(レース本部・クラブハウス２階会議室) 

5-1 出艇申告は時間内にレース本部に備え付けの所定用紙に艇長が署名し、ゼッケンを受け取ること。 
5-2 艇長会議(各艇 1名)に出席しなければならない。 
5-3 帰着申告はレース終了後 1時間以内に貸与された”ゼッケン”を返還すること。 
出艇申告 令和７年８月２日(土) 13：00～13：30（クラブハウス２F・レース本部） 
艇長会議                13：30～14：00（同上） 

 
6.レースの日程 
令和７年８月２日(土)  14：55 予告信号時刻 

17：00 タイムリミット（固定） 
 
７.レースエリア及びコース（当日コース変更予定あり） 

7-1 レースエリアは淡輪ヨットハーバー沖とする。 
7-2 次の見取り図に、おおよそのコース、通過すべきマークの順序、それぞれのマークをどちら側に見

て通過するか含むコースを示す。（レース当日の艇長会議時に説明する。）    
【コース】スタート → 黄マーク →  フィニッシュ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
８.マーク 
スタートマークは赤色ブイ円筒形である。 
黄色マークは円筒形である。 

 

９.スタート 

９-1 レースは規則 26に従ってスタートする。 

・予告信号（５分前）  ：クラブ旗の掲揚と音響信号１声 

・準備信号（４分前）  ：P旗の掲揚と音響信号１声 

・１分前             ：P旗の降下と音響信号１声 

・スタート信号       ：クラブ旗の降下と音響信号１声 

９-２ スタートラインは、スターボードの端にある本部船のオレンジ旗を掲げたポールとスタートマークの

間とする。（本部船を右に見て赤ブイとの間を抜けてスタート） 

９-３ 最終クラスのスタート信号後 15 分以降にスタートした艇は、「スタートしなかった」と記録される。

この項は付則Ａ4.2を変更している。 

９-４ スタートを延期する場合はＡＰ旗を掲揚し、音響信号 2声を発する。 

”ＡＰ旗”は予告信号の 1分前に降下し音響 1声を発する。 
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10.リコール 

リコール艇があった場合は、規則 29.1に従いＸ旗を掲揚し音響 1声を発する。 

Ｘ旗は全リコール艇が復帰したとき又はスタート信号 9 分後に降下する。これは規則 29.1 を変更してい

る。 

 

11.ゼネラルリコール 

ゼネラルリコールの場合は、規則 29.2に従い第 1代表旗を掲揚し音響信号 2声を発する。 

新たなスタートの予告信号は、第 1代表旗降下(音響信号 1声)の１分後に発する。 

 

12.スタート後の短縮又は中止 

12-1 コース短縮の場合は本部艇に S旗を掲揚し、音響信号２声を発する。 

12-2 レース中止の場合は本部艇に N旗を掲揚し、音響信号３声を発する。 

 

13.フィニッシュ 

フィニッシュラインは、スターボードの端となるレースコミッティーボートの青色旗を掲げたポールとポート

の端となる赤色ブイの間とする。 

（コミッティーボートを右に見て、赤ブイとの間を抜けてフィニッシュ） 

 

14.ペナルティー 

RRS 第 2 章に関わる規則違反については、規則 44.2「2 回転（７２０度）ペナルティー」を適用する。 

（７２０度回転にてペナルティーの解消となる。） 

 

15.タイムリミット 

タイムリミットは 1７：00(固定)とする。タイムリミット内に各レースフィニッシュしなかった艇は、ＤＮＦと

して記録される。 

 

16.抗議 

親睦レースにつき抗議権は無いものとする。シーマンシップに則り公平な帆走を心掛けること。万一損傷、

トラブルが生じた場合には、双方の示談により解決すること。 

 

17.順位 

17-1 レース委員会が決定したＴCFを使い、修正時間で順位を決める。 

17-2 修正時間が同一になった場合は、ＴＣＦの低い艇を上位とする。これでタイが解けない場合は付則

A7による。 

 

18.安全・リタイヤ 

18-1 出艇中は、常に個人用浮力体(ライフジャケット)を着用しなければならない。これは規則 40 を変

更している。 

18-2 リタイヤした艇は速やかに本部艇または陸上本部に報告すること 

 

19.責任の否認 

競技者は、完全に自己のリスクでレガッタに参加している。規則 4(レースをすることの決定)参照。主催団

体は、レガッタ前、レガッタ中またはレガッタ後と関連して受けた物的損傷または個人の負傷もしくは死亡

に対する責任を否認する。 

 

20.レース本部の所在 

レース本部・クラブハウス２Ｆ 072-494-0559 

（淡輪ヨットハーバー事務所  072-494-2335） 
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